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国府台女子学院 中学部

第 1回入試

算 数 （ 50 分 ）

［ 注 意 ］
1 ．この問題は，「始め」の合図があるまで開いてはいけません。
2 ．問題を読むときに，声を出してはいけません。
3 ．印刷が不

ふ

鮮
せん

明
めい

でわからない場合や，その他わからないことがあった場合には，
だまって手をあげ，先生にたずねてください。

4 ．答えは，すべて別紙解答用紙に記入してください。
5．円周率は 3.14 とします。
6 ．仮分数は，すべて帯分数になおして解答してください。
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次の にあてはまる数を答えなさい。

（1） 27－｛ 7×（5－3）＋2－4×3 ｝＝

（2） 0.28×｛（3 3
4 －2 ）÷ 3

2 － 1
7 ｝＝

（3）（0.75－ 1
12 ）×0.4÷｛ 2

5×（ － 1
12 ）｝＝0.25
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次の にあてはまる数を答えなさい。

（1） 100 円玉，50 円玉，10 円玉があわせて 70 枚あり，金額の合計は 3500 円です。また，100 円玉

と 50 円玉の枚数の比は 3：2 です。このとき，100 円玉は 枚あります。

（2） 体育館の長いすに生徒が座ります。長いす 1 脚に 6 人ずつ座ると，最後の 2 脚の長いすは 4 人

座ることになり，さらにもう 1 脚長いすがあまります。また，長いす 1 脚に 5 人ずつ座ると 3 人

が座れません。生徒は全部で 人います。

（3） 0，1，2，3，4，5 の 6 個の数字の中から 3 個を使って 3 けたの数をつくります。5 の倍数は，

通りできます。ただし，同じ数字を 2 個以上使ってはいけません。

（4） A さんが 1 人で行うと 3 時間かかる仕事があります。この仕事を，A さんと B さんの 2 人で

行うと，2 時間で終わります。この仕事を A さん 1 人で 20 分行い，残りを B さん 1 人で行うと，

仕事にかかる時間は全体で 分です。

（5） 1，1，2，1，2，3，1，2，3，4，1，2，3，4，5，1，2，3，…の数の列で，8 回目に現れる数字 4 は，

最初の 1 から数えて 番目です。

（6） 平面上に直線を 6 本引きます。どの 2 本もたがいに平行でなく，3 本以上が同じ点で交わらな

いとします。このとき，交わる点は全部で 個あります。
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次の問いに答えなさい。

（1） ある水そうに水が 30 L たまっています。この水そうに毎分 2 L の割合で水を入れています。

ここで 1 台のポンプを使ってこの水そうの水をくみ出したところ，10 分ですべての水をくみ出

すことができました。2 台ポンプを使った場合，何分で空になるかを次のように求めました。次の

ア から オ にあてはまる数を答えなさい。

10 分でくみ出される水の量は ア L です。

ポンプ 1 台では，毎分 イ L の水がくみ出されます。

ポンプを 2 台使った場合，1 分間あたりにくみ出される水は ウ L です。

ポンプを 2 台使った場合，水そうの水は，1 分間あたり エ L へることになります。

したがって 2 台ポンプを使った場合， オ 分で空になります。

（2） 次のように，100 個の分数が並んでいます。

1
105 ，

2
105 ，

3
105 ，…，

99
105 ，

100
105

この中で約分できない分数だけをすべて足したら，いくつになるか次のように考えます。

次の カ から コ にあてはまる数を答えなさい。

100 個の分数の中で，分子が 3 の倍数となるものの和は

3
105＋

6
105＋

9
105＋…＋ 99

105＝
3

105×（1＋2＋3＋…＋33）＝1683
105 

となり，同じようにして分子が 5 の倍数となるものの和は カ とわかり，分子が 7 の倍数と

なるものの和もわかります。

次に，100 個の分数の中で，分子が 3 と 5 の公倍数となるものの和は キ とわかりますから，

同じようにして，分子が 3 と 7 の公倍数，5 と 7 の公倍数となるものの和がわかります。

また，100 個の分数の中で，分子が 3 と 5 と 7 の公倍数となるものの和は ク となります。

ところで，100 個の分数を，すべて足して約分すると ケ とわかります。

したがって 100 個の分数のうち，約分できない分数だけをすべて足したら コ となります。
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